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平成12年 度をもって定年

退職 をする筆者 に、貴重な

紙面での発言の機会 を与え

て下 さい ましたことを有難

く思い ます。筆 者は、平成

12年10月28日 に挙行 された

名古屋市立大学開学50周 年

記念式典 ・祝賀会 ・講演会

の実行委員 として、また、

同年ll月18日 に開催 した看護学部の市民公開講座 に演者

の一人として参加 しました。そこでみた看護学部 の活躍

ぶ りと市民公開講座 開催までの経緯 について記録 してお

きたいと思い ます。

　 市民公開講座:公 開講座企画委員会は大学 全体の委員

会の一つ として存在 し、大学全体 の公開講座の企画 を調

整する(平 成12年 度の看護学部選出委員 は小玉学部長 と

研究紀要委員会委員の藤原奈佳子助教授)。その委員会が

4月3日 に開催 され、今年は、開学50周 年記念事業の統

一テーマ 「市民が育て、市民に発信する名古屋市立大学」

に基づいて公開講座 を企画することとなった。

　研究紀要委員会:学 部内の研究紀要委員会は企画案 を

作成 し、アンケー トの結果を参考 に、実演 ・実技 を含め

た講演 を向 う3年 分 を計画 した。「第1回:看 護 と食」「第

2回:五 感 と食」 「第3回:こ ころと食」である。今年、

市民 に配布 された資料 には、2000名 古屋市立大学市民公

開講座 ・第5講 座看護学部テーマ 「看護 と食」、講師及び

演題 「看護 と食一総論 」「健康維持食か ら治療 食まで」、

実演 「食品の塩分濃度 を測定 してみよう」 と記 されてい

た。

　 障害のある方への対応 と評価:市 民向けパ ンフレッ ト

には 「耳が不 自由など、障害のあ る方は事前 にお知 らせ

下 さい。手話通訳等必要な対応 をさせていただきます」

とある。藤原委員の発案で字幕 と手話通訳が実現 した。

歴史のある市民公開講座で、初 めての予算措置であった。

受講者のアンケー トによる と評判は上々であった。だが、

もし車椅子使用の方が受講 を希望 したら、対応用 トイレ

がこの川澄キャンパスには無い。 このことも看護学部の

13年 度の予算要求(案)と して取 り上げられたが、復活

要求では採用 されなかった。

　 「健康維持食から治療食まで」:こ のテーマを依頼 され

た理由を考えた。筆者が担当 した科 目に 「生活 ・臨床栄

養学」があ り、それから由来 していると想像 した。この

科 目は本看護学部が設置申請 した際、独 自に立てた内容

で教科書が無い。30時 間の半分は健常人の家庭での栄養

学に、半分を患者の臨床での栄養学 にあて生化学的に解

説 している。健常人 と患者 に共通す る栄養学上の警告 に

植物油(リ ノール酸 を主成分 とする)摂 取過剰がある。

以前の 「脂肪 に関する栄養指導」の誤 りがはっきりして

いるのに、厚生省の対応が非常 に遅いため、この警告 を

市民へ発信することに した。

　看護学部の活躍:本 学 は医学部、薬学部、経済学部、

人文社会学部、芸術二[二学部、看護学部、 自然科学研究教

育セ ンターか らなる総合大学である。そのなかで、看護

学部は何事 につけ最 も真剣に、最 も着実 に対応 している。

今回の市民公開講座の準備状況 と当 日の対応に も、それ

をみた。字幕業者 との打 ち合せを含めた綿密な準備 と研



究紀要委員会の方々お よび事務室の方々の心か らの協力

があ り、以前には見 られなかった団結力 を感 じた。看護

学部は、名古屋市の中心地 を通る地下鉄桜通線 の改札口

か ら一番近い ところにある。地理的にも看護学部 は市民 ・

看護職者および関係職者 との交流 ・提携 ・研修活動の拠

点 にふ さわ しい。車椅子対応用 トイレの設置 とその通路

環境が早 く確保 されれば良いが と願 う。看護学部か ら発

案 した字幕 は 「開学50周 年記念講演会」で先 に実施され

た。字幕に演者の発言がたちまちに打 ち出 されるのをは

じめてみて感心 した。この開学50周 年記念式典 ・祝賀会 ・

講演会 に看護学部の教員は どの学部よ りも多 くの比率で

参加 した。式典の閉会のことばを担 当 したのは看護学部

の筆者であった。在学期間 も含める と、本学に46年 間お

世話になったことと重ね合わせ、感慨深 いものだった。

お別れに際 して:大 勢の方々に支えられて、沢山の思

い出を共有 させていただきま した。大豊作の秋のような

感謝の気持 ちで一杯です。有難うございました。


